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まえがき

人の各種条虫の駆虫剤としては綿馬エキス，コソ，カ

マラ，ザクロ根皮，チモーJレ，四塩化エチレン，アテブ

リン等が挙げられる．しかしこれ等の多くは駆虫効果，

副作用，あるいは使用方法等いずれかの点で必づしも満

足すべきものとはいえない．最近三輪ら (1954) は無鉤

条虫駆虫にオ匪実の有効成分を用いて，良好な結果がえら

れたと報じ，正木(1960)も本有効成分を用いて，本条虫

の集団駆虫に可成り良好な結果がえられたことを報告し

ている. Seaton (1956)は Dichlorophen(5, 5'-dichloro-

2,2'dihydroxydiphenylmethan)による無鉤条虫や矮小条

虫の駆虫を試み満足すべき成績がえられたと報告した．

わが国では沢田 (1957)がこれとその化学構造が類似して

いる Bithionol(2, 2'-thiobis (4, 6-dichlorphenol))が鶏条

虫を始め動物の各種条虫に対して駆虫効果のあることを

明かにしたが人体条虫駆虫に対しては未だ報告されてい

ないそこで著者等は今回 6例の無鉤条虫感染者に本剤

を用いた所すぐれた駆虫効果を認める事ができた. Bi-

thionolについては既に著者ら (1960-61)が肺吸虫症に

卓越した治療効果のある事を報告したが．本剤が肺吸虫

に対してのみならず，人体寄生条虫に対してもすぐれた

駆虫効果のあることが明かにされた事は興味深い．なお

今回試みた無鉤条虫寄生者について検便およびセロファ

ンテープ肛囲検査法を行つた所本条虫卵の検出について

もかなり興味ある成績を得たのでこれについても簡単に

説明する

方法

治療対象：第 1表にその内訳を示したように著者等に

よつて虫卵の確認された（方法については後述する）感

染者は計 9名であつたが治療の施された者は内 6名であ

つたその中 No.3は 13歳の女子で韓国人であり，た

またま千葉県寄生虫予防協会において学童の集団検便

（セロファン厚層塗抹法）で無鉤条虫卵が見出された者

であった．そこで家庭訪問を行つてその家族について検

査した所その母親 (No.2) および兄弟同居者 (No.7, 

8および No.9)にも本条虫卵が検出され結局 7人家族

の内 5名に無鉤条虫寄生が確められた．しかし都合によ

つて先の 2名 (No.2および No.3)のみが今回の治療

対象となった．問診による既往歴では No. 3の女子を

除いてはいずれも 1年ないし 5年前より数回に亘つて条

虫の体節と思われるものの排出に自ら気づいて医師を訪

れたことがあった表に記したように No.1および No.

5ではそれぞれ 1年半および 2年前iこカマラ，またはザ

クロ根皮による駆虫がなされているがいずれも数力月後

再発をみとめている自覚症状としては多食 2名，易労

感 1名，腹部違和感 1名の外特記すべきものはみとめら

れていない

駆虫前の無鉤条虫寄生者の検便およびセロファンテー

プ肛囲検査法による虫卵検出法：先にのべたように No.

3ではセロファン厚層塗抹法によつて糞便内より本条虫

卵が検出されたので，その家族を含めセロファンテーフ゜

肛囲検査法を実施した所第 2表に示した如く全員に 、1-

2回の検査によつて条虫卵がが検出された．セロファン

テープ肛囲検査法によるときは恰も燒虫卵の検査と同様

に数 10-数 100簡の条虫卵が団塊をなしてセロファン

テープに附着していることが見出された

使用薬剤および投与量： Bithionol は田辺製薬から市

販されている Bitinの粉末を用いた．本剤は次に示す如

き化学構造を有する無味無臭，白色の結晶性粉末である

比重 1.73(25℃)，水に難溶で僅かに 0.0004% (25℃) 

溶解する．有機溶媒の carboxymethylcellulose(CMC) 

には 1.73 % (25℃)の溶解性がある．本剤には皮膚消毒

(39) 
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第 1表無鉤条虫感染者の内訳

痙番 例号
体有節排無出 備考年齢性別 自覚症状 の 無と 治 療 歴 駆虫の動機

居住地その他経過年数

No. 1 43 0 
易労感あ 1年半前，カマラにて駆虫 体節
り，多食有， 5年 の排出があったが 5カ月後再’発， 医師、9つ紹介千葉市内

千葉県，印播郡
No. 2 42 ， 無 有， 6年 無 検便

安韓国食人， 

No. 3 13 ， 無 細‘‘‘ 集団検便 家同族（l:.韓国人）

No. 4 21 0 多食 有， 2年 無 医師の紹介高知市内

、No.5 34 0 餌‘‘‘ 
有 3年 2年前再，ザクロ根皮にて駆虫， 4 医師：つ紹介 高知市内＇ 力月後発

No. 6 43 0 腹部違和 有 1年
価‘‘‘ 医師の紹介 東京都内感あり ＇ 

No. 7 16 0 餌‘‘‘ 無

No. 8 15 無 餌‘‘‘ 冒 lNo 2 と同一家
， 

わし駆ず）虫 族何れも韓国人
No. 9 8 0 餌ヽヽヽ 細‘‘‘ 

第 2表 無鉤条虫卵の検査成績（駆虫前）

症例番号
セロファソ

厚層塗抹法

No. 1 

No. 2 

No. 3 

No. 4 

No. 5 

No. 6 

No. 7 

No. 8 

No. 9 

+
＋
+
 

＋ 

セロフ囲ァッ，査テ
ーフ゜肛検法 AMS ill¥ 

第 1日 第 2日
法集卵法

＋ ＋ 

＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ ＋ 

＋ 
" 

＋ 

＋ 

＋ 

作用のある所から米国では Actamer(Monsante Co.)と

OH OH 

Cl()-S—冒
V V 
Cl Cl 

2, 2'-thiobis (4,6-dichlorophenol) 

して石鹸化粧品等に添加して用いられて来たものである

が先述したように沢田ら (1957)により動物の駆虫剤とし

て可成り広く用いられているものである

Bitinの人体えの投与量については既に著者ら (1960-

61)の検討がなされているが今回条虫駆虫に用いた 量も

同様40-60mg/kg (大人量，約 3.0g)を30分間隔で 2

分服せしめた．

駆虫の方法：上述の量の Bitinを No.1より No.5 

の5名では午前 10時よ り30分間隔で 2分服せしめ，第

2回目投与後 3時間にして硫酸ナトリウムによる塩類下

剤を与えた．硫酸ナトリウムは 15g-20 gを200ccの

微湿湯にとかしたものを用いたなおいずれも前処置と

して前日の夕食を絶食せしめた. No. 6では特に食事

制限を行わず，就寝前と早朝空腹時に上述の量の Bitin

を2分服せしめ，下剤を用いず且服薬終了後朝食として

パン食をとらしめた．

駆虫成績

虫体の排出状況：第 3表にその概要を示したが Bitin

投与直後から 24時間以内の全便と 24時間以後 48時間

までのそれについてそれぞれ濾便により虫体の排出状況

を精査したいずれの例も下剤投与の有無に関らず 2-

4回の下痢または軟便をみとめこの間においてそれぞれ

l隻宛の長く連続した体節と数箇または個々にちぎれた

体節が混つて排出された．而してこれ等体節の排出は下

剤を投与したものでは悉く 24時間以内に終了し， 下剤

を投与しなかった No.6の1例ではさ らに 24時間以後

の便にもみとめられた．頭部の排出の有無については特

に留意したが頭部に近い体節部では数個づつ断列し膨化

変性が著るしく一部融解軟化をみとめており，ためにい

ずれの例にも頭部を確認する事ができなかつた．

排出虫体の形態所見：第 4表にその概要を記したよう

に最も短いもの 187cmより最長 332cmに至る各-隻

宛の無鉤条虫の虫体をみとめた． 体節数も 224より 815

(40) 
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第 3表 Bi tin投与量と48時間内排虫状況

症例番号 投 与 品 投 与 法
下剤投与量

（硫酸ナトリウム）

排便回数と虫体の排出

0-24 ll寺晶］ 24-48 H寺情1
------ . 一

No. 1 
No. 2 
No. 3 
No. 4 
No. 5 
No. 6 

3. Og (40 mg/kg) 
3. Og (60 mg/kg) 
1. 6g (45 mg/kg) 
2. 5g (50 mg/kg) 
4. Og (60 mg/kg) 
3. Og (60 mg/kg) 

2分服経口投与

”” 
”” 
”” 
”” 
”” 

a
o
g
g
g
g
 

2020152020 

2回（下痢）虫体（＋）
4国（下痢）虫体（＋）
2回（軟便）虫体（＋）
2回（軟便）虫体（＋）
3回（下痢）虫体（＋）
3回（下痢）虫体（＋）

排便無し
2回（軟便）虫体(-)
1回（固形便）虫 体 c~)
1回（固形便）虫 体(-)
1回C軟便）虫体（一）
1回（軟便）断列体節（十）

第 4表 Bitinにより排出された無鉤条虫の形態所見

症例番号
虫体の
長さ

No. 1 

No. 2
 

No. 3 

320cm 

305cm 

221cm 

体節の内訳

未熟節
成熟及
受胎節

244cm 76cm 

31cm 

38cm 

No. 4 

No. 5 

No. 6 

261cm 

187cm 

332cm 

50cm 

25cm 

100cm 

275cm 

183cm 

211cm 

162cm 

232cm 

体節の数
体 節 の 内 訳

節 成熟及受胎節
頭 ー立

ロ

未 熟

520 

350 

330 

38'2 

224 

815 

303 
(l-5)mmX (l-6)mm 

160 
(l-3)mmX (l-5)mm 

200 
(l-3)mmX (l-5)mm 

200 
(l-3)mmX (3-5)mm 

120 
(l-3)mmX (l-5)mm 

451 
(l.2-5)mmX (2-4)mm 

217 
(5-30)mmX (5-7)mm 

190 
(5-25)mmX (5-9)mm 

- 130 
(1-3)mmX (1-5)mm 

182 
(5-30) mm X (5-8) mm 

104 
(5-30)mmX (5-8)mm 

364 
(6-25)mmX (4-7)mm 

(-) 

(-) 

(-) 

ヽ
ー
ノ
ヽ
ー
ノ
ヽ
ー

―

―
―
 

(

（

（

‘

 

註：（ )mmX ( )mm 体節の長さ X幅を示す

第 5表 Bitinによる駆虫後の遠隔成績

ー
症例番号

セ
＇ 肛，検

1
2
3
 

Q

Q

Q

 

N
N
N
 

カ月

AMS 
III法

無
無
無

節
出

体
排

後

一

3
 

セ， 
肛，検

カ月

AMS 
III法

節
出

＿
無
無
無

体
排

後

一

6
 

セ， 
肛，検

カ月

AMS 
III法

＿
無
無
無

節
出

体
排

後

一 セ ， 
肛，検

ー 年後

AMS 体節
III法 排出

無
無
無

4
5
6
 

．． 

0
 0
 0
 

N
N
N
 

無
無
無

無
無
無

無
無

無
無

註：セ，肛，検， セロファンテーフ°肛囲検査法

に至る可成り著るしい差異があつた．未熟節と成熟およ

び受胎節のそれぞれについての内訳と計測値も表示した

如くであつた．連続した虫体の No.1および No.6の

ものは写真 1および 2に掲げておいた．因みに受胎節に

ついて圧出された虫卵の形態および墨汁注入による子宮

の分岐状態の検査によりいずれも無鉤条虫であることが

確認された．

駆虫後の遠隔成績：駆虫後 1カ月， 3カ月， 6カ月お

よび 1年と経時的に体節の糞便内排出の有無を問診す

るとともに， セロファンテープ肛囲検査法と AMS

m法集卵法による検査をそれぞれ連続 3日間行つたが

第 5表の如く体節の排出を訴えた者は 1例もなくまた

駆虫後現在に至るまで全例ともに虫卵は検出されていな

Vヽ．

副作用について： Bitinを人に用いた場合の副作用に

ついては既に著者ら (1961)の詳細な吟味がなされてい

る今回行われた空腹時 30分間隔 2分服については経

験がないので特に注意して観察したが，全例に下痢また

(41) 
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写真 の説こ明

1. Bith_ionol (Bitin)により駆虫された無鉤条虫の虫体 (No.1の症例）
2. 同 上 (No. 6の症例）

は軟便を主とした胃腸症状が主であった．その他軽度で

はあつたが 2名 (No.2および No.6) に嘔気， 2名

(No. 1および No.5)に軽い腹痛と悪心がみとめられ

た． しかしいずれも一過性症状で何等治療を施すことな

く早晩症状は全く消失した．

考察

Bithionolによる無鉤条虫駆虫について：著者等は今

回始めて無鉤条虫感染者 6名に Bithionol (Bitin) を用

いて駆虫を試みいずれも完全駆虫がなしえられたと思わ

れる上述の如き成績がえられた. Bithionolは既に沢田

(1957), 上野(1959), 福井ら (1960)等によつて動物の条

虫類や肝蛭等の駆虫に試みられていたが，著者ら (1960)

が始めて人体肺吸虫症に試みて優れた治療効果が明かに

されたのが人体適用の最初である．本剤が条虫駆虫に試

みられた由縁は上述の如き動物条虫類に有効である点

と， Bithionolとその化学構造が類似している Dichlo-

rophenの人体条虫えの駆虫効果に関する諸家の成績と

の比較という点にも興味が持たれて行われた. Seaton 

(1956, 1960)は Dichlorophen を用いて 34名の無鉤条

虫の駆虫を試み 5-6g使用では 26例中 23例に完全駆

虫がなしえられたとし，最近伊東ら (1958)もまた無鉤条

虫感染者 2例と矮小条虫感染者 1例について同様本剤に

よる駆虫を行い無鉤条虫では駆虫後 2カ月の遠隔成績に

おいてなお再発をみとめず，矮小条虫では駆虫後 i;2, 

(4i) 

3週後の検査で虫卵の陰転化がみとめられいずれも完全

駆虫がなしえられたものとしている．著者等の今回試み

た Bithionolによる 6例の無鉤条虫駆虫成績においても

本剤の 40-60mg/kg 2分服のみによつて全例ともほと

んど 24時間以内に虫体の排出を終り駆虫後 1カ月より

1年に至る経時的検査によりいずれの例も体節の排出が



なく便内および肛囲検査法により虫卵は検出されなかつ

た

なお排出された虫体の薬剤による変性，融解が未熟体

節殊に頭部に近い非薄部において著明であった事も伊東

らの Dichlorophenによる排出虫体の所見と類似してい

た頭部の存在については特に濾便の際に注意したので

あるが，上述のような理由にある虫体の破壊像が若明で

いずれの場合も確認する事はできなかつた． しかし駆虫

後の遠隔成績から考えて恐らく全例とも完全に駆虫され

たものと考えられる本剤の副作用については既に著者

等によつて検討ずみであるが今回の空腹時投与において

も消化器症状が一過性に軽くみとめられる程度であつ

た．

無鉤条虫卵の検出について：無鉤条虫はその形態的特

徽から子宮孔を有せず，したがつて便中卵の検出は一般

に困難であるとされているしかしながら最近 Chen

(1961)等は台湾における条虫感染の分布に関する研究に

おいて無鉤条虫感染者 32例について直接塗抹標本 4枚，

体節の便中検出， AMSill法集卵法およびセロファンテ

ーフ゜肛囲検査法の 4種の虫卵検出法を比較し，それぞれ

の陽性率は 53.13%, 78.13 %, 84.38 %および 96.78

％とセロファンテープ肛囲検査法がはなはだ虫体の検出

率が高いことを報じた．

著者等の成績では未だ症例の数も勘く，各種の比較検

討が充分なされなかつたのであるが早朝排便前にセロフ

ァンテープ肛囲検査を行うときには全例に虫卵が検出さ

れることが明かとなつた．而もこの場合恰も饒虫卵の検

出の場合のように極めて多数の虫卵が検出されていた．

この事は成熟体節の一部が断列して肛門より匈い出てく

る際に圧迫され子宮内虫卵が断端から流出しこれが肛囲

に附着するものと思われる また 1例ではあつたが

AMS ill法による集卵法でも多数の虫卵が検出された

が，この場合にも恐らく腸管内で断列した成熟体節から

流出する虫卵が糞便内に混つたものと考えられる．これ

らの点についてはなお多数の症例について比較検討され

ねばならないと考えられる

以上 Bithionolが人体無鉤条虫駆虫剤としてはなは

だ優れており且副作用も影い点等から今後各種の条虫類

えの適用が期待される

尚今回駆虫を行ったのは 6例にすぎなかったが何れも

1隻のみの寄生で 2隻以上の寄生者は認められなかつ

た
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むすび

今回始めて Bithionolを6例の無鉤条虫感染者に用い

次の如き駆虫成績がえられた

1) Bithionol を40-60mg/kg を食間空腹時に 30分

間隔で 2分服せしめ全例に投薬後 24時間以内に 1隻づ

つの虫体の排出をみた．而して駆虫後の遠隔成績では 5

例に駆虫後 1カ年間の， 1例に現在に至る 3カ月間の経

時的検査により全例において虫卵は検出されず又体節の

排出もみとめられず完全駆虫がなしえられたと思われる

結果がえられた

2) Bithionol による副作用は下痢および軟便等の一

過性の消化器症候が軽度にみとめられたにすぎず本剤に

よる条虫駆虫が安全に行いうる事が明かにされた．

3)無鉤条虫虫卵の検出にはセロファンテープ肛囲検

出法がすぐれている事がわかり，他の検査法との比較考・

察がなされた

(43) 
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THE TREATMENT OF TAENIA SAG/NATA WITH BITHIONOL 

MUNEO YOKOGAWA, HIROYUKI YOSHIMURA, TOSH旧IKOOKURA 

(Dゅartmentof Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan) 

＆ 

MASAMI SAITO 

(Institute of Parasitology, Chiba Prefecture) 

The use of Bithionol (Bitin) for the treatment of tapeworms of animals was tried first by 

Sawada (1957). Recently the authors (1960) reported that this drug was quite effective for the 

treatment of human paragonimiasi~. In the present study this drug was used for the treatment 

of 6 cases of human taeniasis saginata. The results obtained were as follows. 

1) The ova of T. sag切atawere found in all of 6 cases by adhesive tape perianal 

swabs before treatment. 

2) 40-60 mg/kg of Bitin divided into 2 "takes " in 30 minutes interval was administ-

rated orally to the empty stomach. The saline purge of natrium sulph~te was given 3 hours 

after the second administration of Bitin. 

All cases discharged a long stroblia respectively within 24 hours after the medication of 

Bitin, but no scolex was found. The segments closed to the scolex were remarkably destroyed 

,or degenerated. In the follow-up stool examinations of all cases during the period from 3 to 

12 months after the treatment no segments or ova were found in feces. 

3) The side-effects of Bitin were chiefly gastro-intestinal symptoms such as diarrhea, 

nausea and abdominal pain, but these symtoms were all mild and transient. 

4) The possibility of the clinical use of Bitin for other human tapeworms could be 

_proved by the present study. 

(44) 




